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糖尿病 56：（Supplement 1 2013），S‐280．

27 ○永渕美樹，藤井純子，河田望美，山口美幸，古賀明美，藤満幸子，安西慶三：佐賀県糖尿病コーディ
ネート看護師育成・支援事業による糖尿病療養指導士の活動の拡大．第1回日本糖尿病協会療養指
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導学術集会．2013，7，27‐28．プログラム・講演抄録集 p38．
28 中下俊哉，蒲池紗央里，小平俊一，岩根紳治，井手康史，大塚大河，江口有一郎，川添聖治，安西

慶三，尾崎岩太，水田敏彦：進行肝細胞癌に対する化学療法におけるビタミンK2のアジュバント
効果．第49回日本肝臓学会総会．2013，6，6‐7．東京．肝臓 54：A117（O‐15）．2013．

29 ＊野村政壽，野口由布子，嶋田伸吾，松田やよい，足立雅広，河手久弥，大中佳三，高柳涼一：原発
性アルドステロン症患者の手術前後における代謝パラメーターの検討．第56回日本糖尿病学会年次
学術集会．2013，5，16‐18．熊本．糖尿病 56：S‐354（Ⅲ‐4‐24）．

30 ○大枝 敏，河口康典，井手康史，大塚大河，尾崎岩太，江口有一郎，水田敏彦，安西慶三：Ｃ型肝
炎からの肝発癌における肥満の関与．第34回日本肥満学会．2013，10，11‐12．東京．肥満研究
19：supplement：151（O‐067）．2013．

31 ○大枝 敏，水田敏彦，江口有一郎：Ｃ型肝炎からの肝発癌および肝癌の予後における生活習慣の関
与．第99回日本消化器病学会総会．2013，3，21‐23．鹿児島．日本消化器病学会雑誌 110：Sup-
plement A94（PD2‐1‐11）．2013．

32 ○大枝 敏，小野尚文，田中賢一，江口尚久，江口有一郎，水田敏彦：肝疾患におけるElastography
の応用．第86回日本超音波医学会．2013，5，24‐26．大阪．超音波医学 40：Supplement S521
（86‐消‐032）．2013．

33 ○Okada M, Kawaguchi Y, Mizuta T, Fujimoto K: Muscle adiposity influences viral response to pe-
gylated interferon plus ribavirin treatment in patients with genotype 1 chronic hepatitis C．第18回
アディポサイエンス・シンポジウム．2013，8，24．

34 ○岡田倫明，河口康典，水田敏彦：Ｃ型慢性肝炎に対する IFN治療における内臓脂肪蓄積と骨格筋
脂肪化の影響．第49回日本肝臓学会総会．2013，6，6‐7．東京．肝臓 54：A207（O‐195）．2013．

35 ＊小野尚文，田中賢一，江口尚久，高橋宏和，水田敏彦，江口有一郎：三次元超音波表示法による胆
のう病変の描出．第99回日本消化器病学会総会．2013，3，21‐23．鹿児島．日本消化器病学会雑
誌 110：Supplement A396（P‐364）．2013．

36 ＊小野尚文，田中賢一，江口尚久，大枝 敏，江口有一郎，水田敏彦：US Volume Data を用いたラ
ジオ波焼灼療法に対する治療効果判定．第86回日本超音波医学会．2013，5，24‐26．大阪．超音
波医学 40：Supplement S521（86‐消‐037）．2013．

37 ＊小野尚文，田中賢一，江口尚久，井手康史，水田敏彦，江口有一郎，北島陽一郎：ラジオ波焼灼療
法に対する三次元超音波法を用いた新たな治療効果判定法．第49回日本肝臓学会総会．2013，6，
6‐7．東京．肝臓 54：A288（P‐66）．2013．

38 ちーじんえん，高橋宏和，浜島弘史，夏 京合，水田敏彦，安西慶三，尾崎岩太，松橋幸子：BCAA
（Branched Chain Amino Acids）は PDCD4がん抑制遺伝子の発現を上昇させる．第36回日本分子
生物学会年会．2013，12，3‐6．神戸，＃1P‐0500．

39 高橋宏和，江口有一郎，兵庫秀幸，茶山一彰，安西慶三：経口糖負荷検査による非アルコール性脂
肪性肝疾患における糖代謝異常の評価．第56回日本糖尿病学会年次学術集会．2013，5，16‐18．
熊本．糖尿病 56：S‐372（Ⅲ‐11‐22）．

40 ＊田中賢一，小野尚文，江口尚久，大枝 敏，江口有一郎，水田敏彦：肝血管腫に対する Sonazoid
造影エコー法による血流評価．第86回日本超音波医学会．2013，5，24‐26．大阪．超音波医学
40：Supplement S521（86‐消‐134）．2013．
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41 ＊田中賢一，高橋宏和，小野尚文，兵庫秀幸，小野正文，江口有一郎，江口尚久，安西慶三：NAFLD
における肝線維化とHbA1cとの関連．第56回日本糖尿病学会年次学術集会．2013，5，16‐18．
熊本．糖尿病 56：S‐310（Ⅱ‐P‐205）．

42 Xia J，尾崎岩太，Qi J，桑代卓也，岩根紳治，井手康史，江口有一郎，水田敏彦，安西慶三，松橋
幸子：Protein kinase C（PKC）による低酸素誘導HIF‐1誘導増強効果とVitamin K2による調節．
第49回日本肝臓学会総会．2013，6，6‐7．東京．肝臓 54：A260（P‐9）．2013．

43 Xia J,Ozaki I,Matsuhashi S,Qi J, Iwane S,Takahashi H,Eguchi Y, Mizuta T,Anzai K:Mechanisms of
PKC-mediated enhancement of HIF-1 alpha activity and its inhibition by Vitamin K2．第36回日本分
子生物学会年会．2013，12，3‐6．神戸．＃3P‐0480．

44 山口美幸，井上佳奈子，森仁恵，山�孝太，河田望美，和泉賢一，蘆田健二，安西慶三：2型糖尿
病に対するアログリプチンの有効性と安全性の検討．第56回日本糖尿病学会年次学術集会．2013，
5，16‐18．熊本．糖尿病56：S‐147（Ⅰ‐P‐11）．

地方規模の学会
1 安西慶三：糖尿病とNASH－肝疾患を見逃してはいませんか－．第51回日本糖尿病学会九州地方

会．2013，11，8‐9．沖縄．
2 安西慶三，江頭早苗，山口美幸，河田望美，松田やよい，藤井純子，永渕美樹，古賀明美，島 歌

織，江本明子，尾形 徹：生活習慣に介入した ITを使った医薬連携システムの構築．第51回日本
糖尿病学会九州地方会．2013，11，8‐9．沖縄．

3 ＊江頭早苗，岡本百合子，樋渡貴代，藤井純子，永渕美樹，古賀明美，山口美幸，安西慶三，尾形
徹，黄野泰奉：佐賀県糖尿病コーディネート看護師育成・支援事業における小城・多久地区での取
り組み．第51回日本糖尿病学会九州地方会．2013，11，8‐9．沖縄．抄録集 p149．

4 ○藤井純子，永渕美樹，古賀明美，藤満幸子，今福ひとみ，河田望美，山口美幸，安西慶三：佐賀県
糖尿病コーディネート看護師育成・支援事業の取り組み～かかりつけ医療機関と連携する糖尿病
チーム医療体制構築について．日本医療マネジメント学会第11回佐賀支部学術集会．2013，2，16．
プログラム・抄録集 p49．

5 五反田香，辻 千賀，中下俊哉，蒲池紗央里，大枝 敏，井手康史，大塚大河，河口康典，江口有
一郎，尾崎岩太，水田敏彦：防風通聖散による薬物性肝障害の一例．第102回日本消化器病学会九
州支部例会．2013，11，8‐9．宮崎．プログラム・抄録集 150（研47）．2013．

6 井手康史，磯田広史，小平俊一，蒲池紗央里，中下俊哉，大枝 敏，河口康典，江口有一郎，尾崎
岩太，水田敏彦，安西慶三：肝硬変患者の平均血糖推定式および補正HbA1c算出式の作成―CGMS
を用いた肝硬変患者の糖代謝に関する検討―．第101回日本消化器病学会九州支部例会．2013，6，
21‐22．プログラム・抄録集 74：（S1‐05）．2013．

7 井手康史，水田敏彦：肝硬変患者に対する乳酸閾値を指標とした有酸素運動療法の安全性と効果に
関する検討．第40回日本肝臓学会西部会．2013，12，6‐7．岐阜．肝臓 54：supplement（3），A
689（示‐24）．2013．

8 井上佳奈子，松田やよい，蘆田健二，山�孝太，河田望美，山口美幸，安西慶三，池田 貯：副腎
不全症状を契機に下垂体転移の診断に至った食道癌の一例．第13回日本内分泌学会九州地方会．
2013，8，24．沖縄．抄録集 37：（36）．

9 ＊岩根紳治，小平俊一，蒲池紗央里，岡田倫明，磯田広史，大枝 敏，中下俊哉，河口康典，江口有
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一郎，尾崎岩太，水田敏彦：PEG-IFN+RBVの2剤治療で治療可能な症例の選別とBCAAの併用
効果について．第101回日本消化器病学会九州支部例会．2013，6，21‐22．北九州．プログラム・
抄録集 83：（S5‐03）．2013．

10 ○河田望美，島 歌織，永渕美樹，藤井純子，古賀明美，藤満幸子，山口美幸，徳永 剛，安西慶三：
病診薬連携の充実に向けて～佐賀県糖尿病コーディネート看護師育成・支援事業を介して～．第51
回日本糖尿病学会九州地方会．2013，11，8‐9．沖縄．

11 ○河口康典，井手康史，熊谷貴文，柳田公彦，安武 努，大塚大河，江口有一郎，川添聖治，尾崎岩
太，水田敏彦：Ｃ型慢性肝炎に対する PEG-IFN/RBV/TVR三剤併用療法の成績―佐賀県多施設共
同研究―．第40回日本肝臓学会西部会．2013，12，6‐7．岐阜．肝臓 54：supplement（3），A787
（－127）．2013．

12 ＊北島陽一郎，江口有一郎，荒木紀匡，高橋宏和，水田敏彦，尾崎岩太，小野尚文，江口尚久，角田
圭雄，兵庫秀幸，藤本一眞，安西慶三：NASHの線維化進展例では骨格筋が脂肪化し，骨格筋量
は減少する：筋細胞内脂肪・筋面積のCT解析より．第40回日本肝臓学会西部会．2013，12，6‐
7．岐阜．肝臓 54：supplement（3），A794（－142）．2013．

13 ＊小平俊一，井手康史，蒲池紗央里，中下俊哉，岩根紳治，河口康典，江口有一郎，尾崎岩太，水田
敏彦：持続血糖測定装置（CGMS）によりDPP‐4阻害薬の有効性が確認された肝硬変合併2型糖
尿病の一例．第101回日本消化器病学会九州支部例会．2013，6，21‐22．北九州．プログラム・抄
録集 152：（専55）．2013．

14 小島基靖，赤司朋之，石原健次，赤司祐子，下川祐一，高口大輔，安西慶三：ABI が低下した糖
尿病患者における下肢動脈MRA，下肢動脈エコーの有効性に関する検討．第51回日本糖尿病学会
九州地方会．2013，11，8‐9．沖縄．

15 窪津祥仁，蒲池紗央里，大塚大河，辻 千賀，中下俊哉，井手康史，水田敏彦：口腔内常在菌であ
る Streptococcus salivarius が起炎菌となった多発肝膿瘍の1例．第40回日本肝臓学会西部会．2013，
12，6‐7．岐阜．肝臓 54：supplement（3），A836（P‐46）．2013．

16 ○前間真弓，林 章浩，池田弘典，皆良田貴之，椛島久美子，田籠康洋，黒岩智子，浦方真紀子，板
村裕子，朝長元輔，井手康史，井手貴雄，宮崎耕治，水田敏彦：術後消化管縫合不全および創離開
の創傷治癒にアバンドTMを含めたNST介入が有効であった一例．第5回日本静脈経腸栄養学会
九州支部学術集会．2013，9，28．福岡．抄録集 87：（一般演題14）．2013．

17 松田やよい，大枝 敏，岡田倫明，井上佳奈子，山�孝太，髙木聡子，山口美幸，江口有一郎，安
西慶三：C型肝炎からの肝細胞癌発癌年齢と糖尿病の関与についての検討．第51回日本糖尿病学会
九州地方会．2013，11，8‐9．沖縄．

18 松藤祥平，蒲池紗央里，大塚大河，辻 千賀，小平俊一，中下俊哉，井手康史，水田敏彦：肝内門
脈―大循環シャントによる肝性脳症とその治療成績．第102回日本消化器病学会九州支部例会．2013，
11，8‐9．宮崎．プログラム・抄録集 150：（研57）．2013．

19 水田敏彦，河口康典，井手康史：糖脂質代謝関連臓器である骨格筋，脂肪組織が肝発癌に与える影
響．第40回日本肝臓学会西部会．2013，12，6‐7．岐阜．肝臓 54：supplement（3），A696（WS
1‐9）．2013．

20 ○永渕美樹，島 歌織，藤井純子，河田望美，山口美幸，古賀明美，藤満幸子，安西慶三：佐賀県糖
尿病コーディネート看護師育成・支援事業の進展～活動開始6か月後の振り返り～．第51回日本糖
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尿病学会九州地方会．2013，11，8‐9．沖縄．
21 中下俊哉，大塚大河，辻 千賀，田中賢一，村山賢一郎，蒲池紗央里，大座紀子，秋山 巧，熊谷

貴文，井手康史，江口有一郎，川添聖治，尾崎岩太，水田敏彦：脈管浸潤を伴う肝細胞癌に対する
ソラフェニブ療法とリザーバー動注療法の傾向スコア解析．第102回日本消化器病学会九州支部例
会．2013，11，8‐9．宮崎．プログラム・抄録集 80：（WS3‐06）．2013．

22 ○大枝 敏，河口康典，辻 千賀，蒲池紗央里，岡田倫明，桑代卓也。古川尚子，中下俊哉，井手康
史，大塚大河，江口有一郎，水田敏彦，尾崎岩太，安西慶三：肝癌の初回診断ステージには日常診
療におけるウイルス性肝疾患のマネジメントが影響する．第40回日本肝臓学会西部会．2013，12，
6‐7．岐阜．肝臓 54：supplement（3），A809（O‐171）．2013．

23 大塚大河，川添聖治，水田敏彦：根治的治療不応肝細胞癌に対する集学的治療戦略．第40回日本肝
臓学会西部会．2013，12，6‐7．岐阜．肝臓 54：supplement（3），A676（PD2‐17）．2013．

24 高原佳奈子，松田やよい，山�孝太，井上佳奈子，髙木聡子，寺坂喜子，山口美幸，安西慶三：デ
グルデクへの変更により血糖コントロールの改善を得られた1型糖尿病の一例．第51回日本糖尿病
学会九州地方会．2013，11，8‐9．沖縄．

25 寺坂喜子，山口美幸，松田やよい，髙木聡子，河田望美，山内寛子，山�孝太，井上佳奈子，江口
有一郎，安西慶三：軽度血小板数低値によりNASHを疑い診断に至った2型糖尿病の一例．第51
回日本糖尿病学会九州地方会．2013，11，8‐9．沖縄．

26 辻 千賀，中下俊哉，蒲池紗央里，井手康史，大塚大河，江口有一郎，尾崎岩太，水田敏彦：バレ
ニクリン酒石酸塩による薬物性肝障害が疑われた1例．第302回日本内科学会九州地方会．2013，
8，24．別府．抄録集 43：（消化器3）．2013．

27 辻 千賀，蒲池紗央里，中下俊哉，大枝 敏，井手康史，大塚大河，河口康典，江口有一郎，尾崎
岩太，水田敏彦：脾臓に単独転移を来たしたBudd-Chiari 症候群関連肝細胞癌の一例．第40回日本
肝臓学会西部会．2013，12，6‐7．岐阜．肝臓 54：supplement（3），A817（P‐8）．2013．

28 辻 千賀，蒲池紗央里，中下俊哉，岡田倫明，大枝 敏，井手康史，大塚大河，河口康典，江口有
一郎，尾崎岩太，水田敏彦：ソラフェニブの長期投与が可能であった肝細胞癌の2症例と長期投与
に寄与する因子の検討．第102回日本消化器病学会九州支部例会．2013，11，8‐9．宮崎．プログ
ラム・抄録集 132：（専55）．2013．

その他の学会
1 ＊秋山 巧：小児の多血性肝腫瘍．第21回佐賀肝疾患研究会．2013，10，17．佐賀．
2 安西慶三：今後の糖尿病治療への取り組み．第11回佐賀糖尿病連携懇話会．2013，1，11．佐賀．
3 安西慶三：新しい糖尿病の治療戦略．第300回九州地方会第47回九州支部主催生涯教育講演会．2013，
1，12．佐賀．

4 安西慶三：糖尿病にならないために．高島第2回健康相談．2013，1，20．高島．
5 安西慶三：血管合併症を見据えた糖尿病治療薬の選択．シュアポスト発売2周年記念講演会．2013，

1，24．京都．
6 安西慶三：糖尿病にならないために．神埼市郡医師会市民公開講座．2013，1，26．神崎．
7 安西慶三：全県型糖尿病医療連携．第10回糖尿病ケアチーム研究会．2013，2，8．大分．
8 安西慶三：一般臨床に役立つインスリン併用療法．第19回豊の国 糖尿病と眼研究会．2013，2，
21．小倉．
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9 安西慶三：糖尿病腎症の最新治療と透析予防管理料の意義．第1回九州慢性看護実践セミナー．
2013，2，23．福岡．

10 安西慶三：肥満糖尿病腎症で食事療法が効果的であった一例．Diabetic Clinical Seminar．2013，
2，25．佐賀．

11 安西慶三：最新の糖尿病治療について．鹿島藤津DM症例検討会．2013，3，4．鹿島．
12 安西慶三：血管合併症を見据えた糖尿病治療薬の選択．第295回県北臨床内科医会学術講演会．2013，

3，15．佐世保．
13 安西慶三：血管合併症を見据えた糖尿病治療薬の選択．尼崎糖尿病懇話会 第17回講演会．2013，

3，21．尼崎．
14 安西慶三：最新の糖尿病治療の話題．第65回佐賀大学医学部附属病院糖尿病療養指導公開講座．

2013，4，4．佐賀．
15 安西慶三：糖尿病と肝疾患―肝疾患を見逃してはいませんか―．小郡三井医師会学術講演会．2013，

4，17．小郡．
16 安西慶三：CKD患者の疾病管理．唐津東松浦医師会学術講演会．2013，5，27．佐賀．
17 安西慶三：誰でもできるインスリン治療－佐賀大学版インスリン治療ガイドの説明とインシデント

の防止－．インスリン治療研修会．2013，6，10．佐賀．
18 安西慶三：血管合併症予防のための糖尿病診療．シュアポスト発売2周年記念講演会美波セミナー

in 金沢．2013，6，13．金沢．
19 安西慶三：血管合併症予防のための糖尿病診療－シュアポスト，メトグルコ併用への期待－．美波

セミナー in 千葉．2013，7，12．千葉．
20 安西慶三：食事療法と運動療法が体組成に及ぼす効果―肝内脂肪について―．第5回大分県北部糖

尿病セミナー．2013，7，20．中津．
21 安西慶三：1型糖尿病の治療と療養指導（シックデイを含む）．第16回福岡県佐賀県糖尿病療養指

導士（筑後佐賀地区）研修会．2013，7，21．佐賀．
22 安西慶三：糖尿病療養支援システムの活用について―低血糖・服薬指導のポイント―．調剤薬局の

活用による療養支援システムの有用性の研究会．2013，7，24．小城．
23 安西慶三：佐賀県の医療連携―地域ぐるみの多職種協働を目指して―．オングリザ錠発売記念講演

会．2013，7，25．那覇．
24 安西慶三：足病変の基礎知識．佐賀県看護協会糖尿病重症化予防「フットケア」研修会．2013，8，

17．佐賀．
25 安西慶三：新しい基礎インスリン製剤を用いた糖尿病治療の実際と展望．トレシーバ学術講演会．
2013，8，19．諫早．

26 安西慶三：「糖尿病の病態と合併症について」．基礎から学ぶ糖尿病看護．2013，8，27．佐賀．
27 安西慶三：全県型病診連携．第5回松江地域糖尿病診療連携セミナー．2013，8，28．松江．
28 安西慶三：糖尿病医療連携の構築と活用．第19回岐阜糖尿病コメディカルセミナー．2013，8，31．

岐阜．
29 安西慶三：職場で取り組む糖尿病予防．平成25年度全国労働衛生週間説明会鳥栖地域職域連携推進

事業出前講座．2013，9，5．鳥栖．
30 安西慶三：糖尿病医療連携の構築と活用－薬診連携の中での血糖測定器・歩行強度計を用いた患者
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指導を目指して－．第11回HIP 研究会フォーラム in 長崎．2013，9，8．長崎．
31 安西慶三：連携を活用した糖尿病治療戦略．諫早医師会学術講演会．2013，9，13．諫早．
32 安西慶三：佐賀県糖尿病対策の現状と提案．第7回佐賀県糖尿病対策推進会議．2013，9，18．
33 安西慶三：薬剤師がサポート可能な患者の症状．調剤薬局の活用による療養支援システムの有用性

の研究．2013，9，19．小城．
34 安西慶三：肝臓に焦点を当てた糖尿病治療．第19回糖尿病治療を考えるフォーラム．2013，10，5．

東京．
35 安西慶三：SMBGを活用した糖尿病診療の期待と課題．第1回糖Ｑ会「佐賀Ｑ（ギュー）の会」．
2013，10，11．佐賀．

36 安西慶三：糖尿病と肝臓病に関わる最新知見．山形糖尿病セミナー．2013，10，25．山形．
37 安西慶三：糖尿病合併症の進展予防について．第43回聖マリア病院地域医療支援講演会．2013，10，
30．久留米．

38 安西慶三：日常診療における糖尿病治療の現状と課題―佐賀県の現状と課題―．日医生涯教育協力
講座．2013，11，2．佐賀．

39 安西慶三：糖尿病と感染症．第4回沖縄県内科学セミナー．2013，11，20．沖縄．
40 安西慶三：糖尿病医療連携による透析予防の取り組み．筑豊地区 腎と糖尿病シンポジウム．2013，

11，21．飯塚病院．
41 安西慶三：糖尿病の食事療法～新しい食品交換表を使った療法指導～．管理栄養士・栄養士のスキ

ルアップを図るための研修会．2013，11，27．佐賀．
42 安西慶三：特定共同指導の実際．平成25年度第2回保険診療に関する講習会．2013，12，3．
43 安西慶三：周術期血糖管理，感染症，シックデイ．第72回佐賀大学医学部附属病院糖尿病療養指導

公開講座．2013，12，5．佐賀．
44 安西慶三：佐賀県の医療連携―地域ぐるみの多職種協働を目指して．第1回糖尿病・内分泌疾患

Update in Kumamoto．2013，12，10．熊本．
45 安西慶三：ヒューマンネットワークが医療を変える－糖尿病療養士の新たな役割－．第16回大分糖

尿病地域医療フォーラム．2013，12，14．大分．
46 ＊有尾啓介：肝炎ウイルス院内スクリーニング陽性者対応についての取り組み．第106回佐賀肝臓懇

話会．2013，8，30．佐賀．
47 ＊蘆田健二：低Na 血症．第2回Kyushu-Young Endocrinologist Training（K-YET）．2013，2，8．

小倉．
48 ＊蘆田健二：NASHに対するインクレチン治療の可能性．インクレチンフォーラム～2013冬の陣～．

2013，2，21．久留米．
49 ○江口有一郎：糖尿病・脂質異常症に潜む肝疾患を見落とさないために．武雄杵島地区医師会学術講

演会．2013，6，28．佐賀．
50 井手康史：肝硬変患者の骨格筋脂質代謝に対するBCAA製剤の作用～運動との関係について～．

第18回佐賀肝と栄養研究会．2013，3，15．佐賀．
51 井上佳奈子：ネフローゼ症候群を合併した1型糖尿病妊娠の一例．第62回佐賀糖尿病内分泌懇話会．

2013，9，20．佐賀．
52 ＊岩根紳治：Ｃ型慢性肝炎に対するペガシス／コペガス併用療法の効果．佐賀肝疾患治療戦略研究会．
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2013，3，1．佐賀．
53 蒲池紗央里：一過性の肝内多発結節影を呈した成因不明の肝硬変症．第20回佐賀肝疾患研究会．

2013，4，25．佐賀．
54 蒲池紗央里，小平俊一，中下俊哉，岩根紳治，井手康史，江口有一郎，尾崎岩太，三好 篤，北原

賢二，水田敏彦：Sarcopenia とＣ型肝癌再発の関連性の検討．第49回日本肝癌研究会．2013，7，
11‐12．東京．プログラム・抄録集 193：（O104）．2013．

55 蒲池紗央里：口腔内常在菌が起因菌となった多発肝膿瘍の1例．第106回佐賀肝臓懇話会．2013，
8，30．佐賀．

56 ○河田望美：トレシーバの使用経験．トレシーバ学術講演会．2013，6，27．佐賀．
57 ○河口康典：Ｃ型慢性肝炎患者におけるテラプレビル1500㎎導入基準の提案．テラビックユーザーズ

ミーティング．2013，2，6．佐賀．
58 ○河口康典：三剤併用療法の副作用対策．佐賀肝炎セミナー．2013，3，12．創世．
59 ＊小平俊一：確定診断が困難であった慢性肝障害の症例．第20回佐賀肝疾患研究会．2013，4，25．

佐賀．
60 小島基靖：嶋田病院におけるトラゼンタ錠の使用経験．佐賀糖尿病学術講演会．2013，10，23．佐

賀．
61 小島基靖：コーディネートナースを用いた糖尿病の医療連携による診療水準の向上を目指して．佐

賀糖尿病講演会．2013，12，13．佐賀．
62 Kuwashiro T, Ozaki I, Matsuhashi S, Ide Y, Otsuka T,Mizuta T, Anzai K: Extracellualr matrices

(ECMs) weaken the interferon-alpha (IFN-a) signaling through the modulation of nuclear factor
kappa B (NFkB) signaling. The 20th Annual Meeting of the Japanese Sociaty for the Research of He-
patic Cells（第20回肝細胞研究会）．2013, 9, 26-27. Osaka. Proceedings 87: (P-19), 2013.

63 ○前間真弓，福山 惠，林 章浩，池田弘典，椛島久美子，田籠康洋，黒岩智子，三好 篤，檜垣真
由美，宮�耕治，水田敏彦：創傷治癒に対するアバンドTM 投与の効果 ―投与群と非投与群を比
較検討して―．第38回九州代謝・栄養研究会．2013，3，9．福岡．

64 松田やよい：外来インスリン導入について～導入から処方後のフォローまで～．伊万里・有田地区
三師会 学術講演会．2013，8，21．佐賀．

65 水田敏彦，井手康史，磯田広史，岩根紳治，高橋宏和：肝硬変における異常血糖変動と眠前補食
（LES）の功罪．第15回佐賀NST研究会．2013，2，9．マリトピア．

66 水田敏彦，井手康史，磯田広史，蒲池紗央里：CGMSを用いた肝栄養療法への応用．第3回肝硬
変と糖代謝異常を考える会．2013，5，25．品川．

67 ＊森 仁恵：急性心筋炎後に1型糖尿病を発症した一症例．第63回佐賀糖尿病内分泌懇話会．2013，
12，6．佐賀．

68 ＊村山賢一郎：診断に苦慮している2例．第20回佐賀肝疾患研究会．2013，4，25．佐賀．
69 ＊村山賢一郎：低用量のソラフェニブ投与により長期間効果の得られた肝細胞癌の1例．第八回佐賀

肝癌治療研究会．2013，5，31．佐賀．
70 中下俊哉，小平俊一，蒲池紗央里，岩根紳治，井手康史，大塚大河，江口有一郎，川添聖治，尾崎

岩太，水田敏彦：進行肝細胞癌に対するソラフェニブ＋ビタミンK2併用療法．第7回日本肝がん
分子標的治療研究会．2013，1，19．岐阜．プログラム・抄録集 95：（35）．2013．
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71 中下俊哉，大塚大河，辻千賀，蒲池紗央里，井手康史，江口有一郎，川添聖治，尾崎岩太，水田敏
彦：TACE不応肝細胞癌に対するソラフェニブ療法．第8回日本肝がん分子標的治療研究会．2013，
6，22．石川県（和倉温泉）．プログラム・抄録集 87：（22）．2013．

72 中下俊哉，小平俊一，蒲池紗央里，岩根紳治，井手康史，大塚大河，江口有一郎，川添聖治，尾崎
岩太，水田敏彦：進行肝細胞癌に対するソラフェニブ治療におけるビタミンK2併用の効果．第49
回日本肝癌研究会．2013，7，11‐12．東京．プログラム・抄録集 248：（P113）．2013．

73 ○大枝 敏：佐賀県の肝癌の現状．第9回佐賀超音波懇話会．2013，8，20．佐賀．
74 ○岡田倫明，水田敏彦，河口康典，藤本一眞：Ｃ型慢性肝炎のインターフェロン治療効果と骨格筋脂

肪化の関連．第18回アディポサイエンス・シンポジウム．2013，8，24．大阪．要旨集 49：（PY
‐14）．2013．

75 ○岡田倫明：Ｃ型慢性肝炎治療における脂肪蓄積の影響．佐賀肝炎セミナー．2013，3，12．創世．
76 大塚大河：進行肝細胞癌に対するソラフェニブ治療における画像上増悪判定後の治療戦略．第8回

佐賀肝癌治療研究会．2013，5，31．マリトピア．
77 大塚大河，柳田公彦，中下俊哉，有尾啓介，川副広明，川添聖治，江口有一郎，水田敏彦：進行肝

細胞癌に対するソラフェニブ治療における画像上増悪判定後の治療戦略．第49回日本肝癌研究会．
2013，7，11‐12．東京．プログラム・抄録集 177：（O056）．2013．

78 大塚大河，柳田公彦，中下俊哉，有尾啓介，川副広明，川添聖治，江口有一郎，水田敏彦：進行肝
細胞癌に対するソラフェニブ治療における PD判定後の治療へ向けたスコア化の試み．第15回九州
肝癌研究会．2013，9，7．博多．

79 大塚大河：肝・胆・膵領域の進行癌に対する化学療法．神埼市郡医師会学術講演会．2013，11，12．
佐賀．

80 ○尾崎岩太：佐賀県肝疾患対策委員会からの最新報告．第106回佐賀肝臓懇話会．2013，8，30．佐
賀．

81 ＊髙木佑介：当院における糖尿病患者の血管合併症の検査状況と今後の課題．第60回佐賀糖尿病内分
泌懇話会．2013，2，22．佐賀．

82 ＊竹之下博正：今日までのフットケア，今日からのフットケア．唐津東松浦医師会学術講演会．2013，
5，27．佐賀．

83 ＊竹之下博正：内科医から診た糖尿病足病変の診療．鹿島藤津地区・武雄杵島地区糖尿病学術講演会．
2013，7，31．佐賀．

84 ＊竹之下博正：糖尿病患者における PADの課題．糖尿病と大血管症．2013，11，2．佐賀．
85 ＊田中賢一：肝原発MALTリンパ腫の一例．第21回佐賀肝疾患研究会．2013，10，17．佐賀．
86 辻 千賀：EOB-MRI 肝細胞相低信号結節を長期間観察できたＣ型慢性肝炎の一例．第21回佐賀肝

疾患研究会．2013，10，17．創世．
87 山口美幸：高齢者1型糖尿病治療の課題．第51回筑後佐賀糖尿病学術講演会．2013，11，22．久留

米．
88 ＊山�孝太：レパグリニドの使用経験．第1回佐賀糖尿病チーム医療研究会．2013，3，23．佐賀．
89 ＊山�孝太：足病変をきっかけに継続的療養行動に移行した症例．第1回佐賀下肢救済フォーラム．
2013，9，6．佐賀．

90 ＊山�孝太：糖尿病治療の医療連携，早期発見．糖尿病と大血管症．2013，11，2．佐賀．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 安西 慶三 平成25年度佐賀県糖尿病
コーディネート看護師育
成・支援事業

糖尿病コーディネート看護師の育成，
地域における糖尿病治療の支援

4，620

講 師 水田 敏彦 科学研究費助成事業 基盤研究C 肝癌の分子標的治療におけるVitamin
K2アジュバント効果の基礎的研究

780

講 師 水田 敏彦 厚生労働科学研究費補助金 肝炎等克服緊
急対策研究事
業

ウイルス性肝疾患患者の食事・運動療
法とアウトカム評価に関する研究

3，000

91 ＊吉村 達：糖尿病と虚血性心疾患／脳血管障害．糖尿病と大血管症．2013，11，2．佐賀．

研究助成等
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